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２月１０日（月）まで

２月２８日（金）まで

2月中の市町村で
定める日まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和７年1月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和６年１２月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和６年11月期）
２カ月延長法人（令和６年10月期）
④　消費税確定申告（１カ月ごと）（１２月期）
⑤　消費税確定申告（３カ月ごと）（３月、６月、９月、１２月期）
⑥　法人の中間申告（半期・６月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額４，８００万円超のとき　１カ月ごと（12月期を除く）
直前期年税額４００万円超のとき　3カ月ごと（３月、６月、９月期）

⑧　決算期の定めのない人格のない社団等の法人税の申告納付

⑨　固定資産税（都市計画税）第4期分の納付

①　源泉所得税には復興特別所得税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期間）の終了日は
各月末日とする。

④、⑤　消費税課税期間の短縮特例は適用後２
年間継続が要件である。

⑧　12月末日が決算期とみなされる。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

（付記）　個人の申告等の法定期限は所得税（復興特別所得税）・贈与税・住民税・事業税は3月17日（月）まで、消費税・地方消費税は3月31日（月）
まで、相続税は相続があったことを知った日から10カ月以内である。

譲
受
人
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
場
合
の
金

融
資
産
の
消
滅
範
囲
の
明
確
化
、新
規

テ
ー
マ
に
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
２
０
２
４
年
12
月
25
日
、
企

業
会
計
基
準
委
員
会
は
、
第
５
３
８

回
企
業
会
計
基
準
委
員
会
を
開
催
し

た
。主

な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

企
業
会
計
基
準
諮
問
会
議
か
ら
の

テ
ー
マ
提
言
へ
の
対
応 

前
回
親
委
員
会
（
２
０
２
５
年
１

月
１
日
号
（
№
１
７
３
１
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
て
企
業
会
計

基
準
諮
問
会
議
か
ら
提
言
を
受
け
た

「
譲
受
人
が
特
別
目
的
会
社
で
あ
る

場
合
の
金
融
資
産
の
消
滅
範
囲
の
明

確
化
」
に
つ
い
て
、
新
規
テ
ー
マ
と

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

金
融
商
品
専
門
委
員
会
で
対
応

し
、
検
討
開
始
時
期
は
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

の
リ
ソ
ー
ス
の
状
況
を
踏
ま
え
判
断

す
る
。

四
半
期
報
告
書
制
度
の
見
直
し
へ

の
対
応 

前
回
親
委
員
会
（
２
０
２
５
年
１

月
１
日
号
（
№
１
７
３
１
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

四
半
期
会
計
基
準
等
と
中
間
会
計
基

準
等
を
統
合
し
た
「（
仮
称
）
期
中

会
計
基
準
等
」
の
開
発
に
伴
い
、
文

案
が
示
さ
れ
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
大
き
な
異
論
は
聞
か
れ

ず
、
次
回
以
降
は
、
中
間
会
計
基
準

等
に
関
連
す
る
他
基
準
修
正
へ
の
対

応
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
。

金
融
資
産
の
減
損

第
２
３
０
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
５
年
１
月
10
日
・
20
日

合
併
号
（
№
１
７
３
２
）
情
報
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」
の
減
損

に
関
す
る
定
め
の
う
ち
、
Ｂ
５
・
５
・

28
項
～
Ｂ
５
・
５
・
55
項
に
関
し
て
、

新
た
に
開
発
す
る
適
用
指
針
に
取
り

入
れ
る
内
容
と
取
り
入
れ
な
い
内
容

の
峻
別
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
、
一
部
を
除
き
、
例

示
な
ど
解
説
的
な
内
容
以
外
の
内
容

を
新
適
用
指
針
に
取
り
入
れ
る
と
す

る
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
方
向
性
に
賛
意
が
聞

か
れ
た
。
ま
た
、「
取
り
入
れ
な
い

内
容
の
う
ち
、
実
務
上
参
考
に
な
る

部
分
は
結
論
の
背
景
に
入
れ
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

Ｖ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
持
分

第
２
３
０
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
５
年
１
月
10
日
・
20
日

合
併
号
（
№
１
７
３
２
）
情
報
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
移

管
指
針
公
開
草
案
15
号
（
移
管
指
針

９
号
の
改
正
案
）「
金
融
商
品
会
計

に
関
す
る
実
務
指
針
（
案
）」
に
寄

せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
案
が

示
さ
れ
、
組
合
等
が
別
の
組
合
等
を

保
有
し
て
い
る
場
合
の
取
扱
い
の
明

確
化
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
が
行
わ

れ
た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ

第
１
６
４
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
（
２
０
２
５
年
１
月
10
日
・
20
日

合
併
号
（
№
１
７
３
２
）
情
報
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、バ
ー

チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
係
る
会
計
上
の
取

扱
い
に
つ
い
て
次
の
論
点
に
つ
い
て
再

提
案
が
示
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
会
計
処
理
を
行
う
時
点

事
務
局
か
ら
、
会
計
処
理
を
行
う

時
点
を
「
需
要
家
は
、
非
化
石
価
値

を
受
け
取
る
権
利
に
つ
い
て
、
金
額

を
合
理
的
に
見
積
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
時
点
」
と
す
る
再
提
案
が
示

さ
れ
、
委
員
か
ら
は
、
異
論
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。

⑵　
開　
示

事
務
局
か
ら
、「
非
化
石
価
値
を

自
己
使
用
目
的
で
取
得
す
る
と
い
う

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
範
囲
で
は
特
段

の
開
示
を
求
め
な
い
」
と
す
る
再
提

案
が
示
さ
れ
た
。
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昨
年
の
「
新
語
・
流
行
語
大
賞
」

の
年
間
大
賞
は「
ふ
て
ほ
ど
」で
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
何
の
こ
と
を

い
っ
て
い
る
の
か
に
わ
か
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
や

ら
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
不
適
切
に
も
ほ
ど

が
あ
る
！
」
を
略
し
た
言
葉
の
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
も
「
こ
れ
が
本
当
に
流
行

語
な
の
か
？
」
と
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
ふ
て
ほ
ど
」
と

い
う
言
葉
を
誰
か
が
使
っ
て
い
る
場
面

を
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

「
流
行
」
と
い
う
言
葉
を
「
新
明
解

国
語
辞
典
」
で
引
い
て
み
る
と
、「
あ

る
事
物
や
現
象
が一時
的
に
急
速
な
勢

い
で
そ
の
社
会
に
広
ま
り
、
多
く
の
人

が
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り

「
ふ
て
ほ
ど
」
が
流
行
語
と
い
う
の
に

は
ほ
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
筆
者
が
テ
レ
ビ
の

な
い
生
活
を
長
く
続
け
た
結
果
、
浦

島
太
郎
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
き
っ
と
ど
ち
ら
の
面
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

世
の
中
の
流
行
に
は
つ
い
て
い
け
て

い
な
い
筆
者
で
す
が
、「
マ
イ
ブ
ー
ム
」

は
あ
り
ま
す
。
先
日
、
２
月
に
登
壇

予
定
の
「
日
本
い
の
ち
の
教
育
学
会
第

26
回
研
究
大
会
」
の
打
合
せ
が
あ
り
ま

し
た
。
打
合
せ
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
雑

談
で
、
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
か

と
い
う
話
題
に
な
り
、「
野
菜
は
近
所

の
農
家
か
ら
買
っ
て
い
る
」、「
簡
単
な

野
菜
は
庭
で
育
て
て
い
る
」、「
農
家
の

人
は
、
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
人
参

は
ま
ず
い
と
い
っ
て
食
べ
な
い
ら
し
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
早
速
、
近
所
の
農
産
物
直

売
所
へ
行
き
、
野
菜
を
大
量
に
購
入
し

ま
し
た
。
あ
ま
り
に
美
味
し
そ
う
な
野

菜
に
興
奮
し
て
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
す

ぐ
に
、
春
菊
、
ア
ス
パ
ラ
、
え
の
き
、

生
し
い
た
け
で
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
の

炒
め
物
を
作
り
ま
し
た
。
朝
採
り
野

菜
は
、
前
日
に
貯
ま
っ
た
養
分
が
た
っ

ぷ
り
蓄
え
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、確
か
に
絶
品
で
し
た
。
そ
の
夜
は
、

大
根
の
葉
の
炒
め
物
、
牛
す
じ
大
根

を
作
り
ま
し
た
。
美
味
し
そ
う
な
も

の
を
み
る
と
、
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち

に
な
っ
て
料
理
し
た
く
な
る
も
の
で
す

ね
。ま

だ
前
日
作
っ
た
料
理
が
残
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
朝
も
農
産

物
直
売
所
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
ま

た
大
量
に
買
い
込
み
、
前
日
と
同
じ

よ
う
に
気
持
ち
が
高
ぶ
り
、
料
理
が

し
た
く
な
り
、
何
品
も
作
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
食
べ
き
れ
な

い
ほ
ど
の
料
理
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま

い
、
少
し
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た
と
反

省
し
ま
し
た
。
筆
者
に
と
っ
て
の
「
ふ

て
ほ
ど
」（
不
適
当
な
買
い
物
は
ほ
ど

ほ
ど
に
）
で
し
た
。

そ
の
後
も
農
産
物
直
売
所
へ
通
う

と
い
う
マ
イ
ブ
ー
ム
は
続
い
て
い
ま

す
。
昔
の
人
は
、
野
菜
も
魚
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
採
れ
た
て
の
も
の
を
食

べ
て
、
旬
の
も
の
を
食
べ
て
い
た
わ
け

で
す
。
そ
の
よ
う
な
生
活
は
、
体
に

よ
い
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
心
に
も
よ

い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
な

と
、
彼
ら
の
幸
せ
な
生
活
に
思
い
を

馳
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
採
れ

た
て
の
食
材
を
み
て
、
あ
れ
こ
れ
と
調

理
方
法
を
考
え
、
皆
で
食
卓
を
囲
み
、

栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
、
そ
ん
な

日
々
の
営
み
が
人
間
の
幸
せ
を
形
作
っ

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

世
間
の
流
行
に
疎
く
て
も
、
マ
イ

ブ
ー
ム
を
大
切
に
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ

で
十
分
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い

ま
す
。
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
自
分
の
目

で
み
て
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
自
分
の
な
か

の
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
、
高
ぶ
る

気
持
ち
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。

閉
塞
感
を
覚
え
る
社
会
で
生
き
て
い
て

も
、
仕
事
で
先
行
き
に
不
安
を
感
じ

て
い
て
も
、
マ
イ
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
呼

び
起
こ
さ
れ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
が
何

か
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
ん
な
希
望
さ
え
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

不
適
当
な
買
い
物
は
ほ
ど
ほ
ど
に
メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

米
追
加
利
下
げ
を
め
ぐ
る
新
た
な
思
惑

金
　
　
融

１
月
８
日
に
公
表
さ
れ
た
昨
年
12

月
17
日
、
18
日
開
催
の
米
連
邦
公
開

市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ)

議
事
録

で
は
、
経
済
デ
ー
タ
が
強
い
結
果
を

示
し
続
け
る
限
り
、
利
下
げ
ペ
ー
ス

を
調
整
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

特
に
イ
ン
フ
レ
率
が
２
％
の
目
標
を

超
え
る
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
、

労
働
市
場
が
依
然
と
し
て
過
熱
気
味

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、

経
済
の
底
堅
さ
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
縮
小
を
一
時

停
止
す
る
可
能
性
も
議
論
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会(

Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が
柔
軟
な
政

策
運
営
を
維
持
し
つ
つ
、
イ
ン
フ
レ

抑
制
に
向
け
た
姿
勢
を
崩
さ
な
い
こ

と
を
明
確
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

市
場
は
す
で
に
前
日
の
経
済
指
標

の
発
表
を
受
け
て
経
済
の
強
さ
を
織

り
込
ん
で
い
た
が
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
想

定
以
上
の
強
気
の
立
場
を
示
し
た
た

め
、
さ
ら
に
確
信
を
与
え
る
相
場
材

料
と
な
っ
た
。
１
月
７
日
に
発
表
さ

れ
た
昨
年
12
月
の
Ｉ
Ｓ
Ｍ
非
製
造
業

景
況
指
数
は
54
・
１
と
、
大
方
の

市
場
予
想
だ
っ
た
53
台
半
ば
を
上

回
っ
た
。
同
日
に
米
労
働
省
よ
り

発
表
さ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
求
人
件

数
は
８
０
９
・
８
万
人
で
、
予
想
の

７
０
０
万
人
台
半
ば
を
大
幅
に
上
回

る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
成
長
と
労
働

市
場
の
逼
迫
を
反
映
し
て
お
り
、
米

国
経
済
の
堅
調
さ
を
示
し
た
。

利
下
げ
継
続
へ
の
期
待
が
弱
ま
り
、

長
期
金
利
の
上
昇
圧
力
が
強
ま
っ
た

た
め
、
米
10
年
国
債
利
回
り
は
４
・

５
％
台
か
ら
一
時
４
・
７
％
台
の
水

準
ま
で
上
昇
し
た
。
一
方
で
株
式
市

場
は
下
落
し
、
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
な
ど

主
要
指
数
は
１
月
７
日
を
ピ
ー
ク
に

調
整
局
面
に
入
っ
た
。
今
後
１
、２

カ
月
は
、
米
イ
ン
フ
レ
指
標
や
雇
用

統
計
の
発
表
が
市
場
の
方
向
性
を
左

右
す
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
１
月
中
旬

に
発
表
さ
れ
る
Ｃ
Ｐ
Ｉ
と
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の

デ
ー
タ
が
強
い
結
果
と
な
れ
ば
、
利

下
げ
ペ
ー
ス
が
さ
ら
に
鈍
化
す
る
と

の
見
方
が
広
が
り
、
長
期
金
利
が
一

段
と
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
で
、
株
式
市
場
は
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ

が
高
ま
る
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。

利
下
げ
を
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
フ

レ
抑
制
優
先
の
姿
勢
維
持
と
い
う
難

し
い
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
た
め
、

株
式
・
債
券
両
市
場
は
慎
重
な
運
用

が
求
め
ら
れ
る
状
況
が
続
く
だ
ろ
う
。
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特集

2024年11月東証公表資料等からみる

資本コスト経営
改善への処方箋
第１章

第２章

2023年の東証による「資本コストや株価を意識した経営」の要請を契機に、上場企業
による資本コスト経営への対応が大きく進んでいる。しかし、取組みの進んでいる企業
と進んでいない企業との差が大きく、投資者の目線とズレが生じている開示も散見さ
れるという問題意識から、2024年11月に東証は「投資者の視点を踏まえたポイント」
の改訂版と「投資者の目線とギャップのある事例」を公表した。そこで、本特集では、こ
の公表資料をもとに、資本コスト経営のさらなる改善を行うためのポイントを解説して
いただいた。

東証解説

投資者視点の資本コスト経営の
ポイント・事例の解説

長期戦略の開示、経営者の意識変革が重要

資本コスト経営改善における
実務上の留意点

この20日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考

2024年
12月24日

「財務諸表等の用語、様式及び
作成方法に関する規則等の一
部を改正する内閣府令（案）」
等

金融庁

ASBJが企業会計基準34号「リースに関する会計基準」等を公表したことを受け、財
務諸表等規則等および財務諸表等規則ガイドライン等について、所要の改正を行う
もの。コメント期限は1月24日。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20241224-3/20241224-3.html

2024年
12月27日 令和７年度税制改正の大綱

与党「令和7年度税制改正大綱」を受けて閣議決定したもの。企業実務に係る主な改
正事項として、リースに関する取引の整備や、グローバル・ミニマム課税における
軽課税所得ルール・国内ミニマム課税への対応、防衛特別法人税（仮称）の創設等が
盛り込まれている【本誌24頁参照】。
https://www.mof.go.jp/tax_policy/tax_reform/outline/fy2025/20241227taikou.
pdf

2024年
12月27日

記述情報の開示の好事例集
2024（第３弾） 金融庁

有価証券報告書の「サステナビリティに関する考え方及び取組」の記載欄に関して、
参考となる開示例を取りまとめ、2024年12月5日に公表した第2弾に追加したも
の。人的資本、多様性や人権について、投資家・アナリスト・有識者が期待する主な
開示のポイントを追加している。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/singi/20241227.html

2024年
12月27日

「財務諸表等の用語、様式及び
作成方法に関する規則等の一
部を改正する内閣府令（案）」
等

金融庁

ASBJが2024年年次改善プロジェクトに伴い、企業会計基準公開草案82号（企業会
計基準27号の改正案）「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準（案）」等を公
表したことを受け、所要の改正を行うもの。コメント期限は1月27日。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20241227/20241227.html

2025年
1月6日

「連結財務諸表の用語、様式及
び作成方法に関する規則に規
定する金融庁長官が定める企
業会計の基準を指定する件」
の改正

金融庁

IASBが2024年12月31日までに公表した国際会計基準を、連結財務諸表規則312
条に規定する指定国際会計基準とするもの。更新される会計基準はIAS1号「財務諸
表の表示」の廃止、IAS8号「財務諸表の作成基礎」の改訂等、7つの廃止・改訂。コメ
ント期限は2月4日。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20250106/20250106.html

2025年
1月6日

ASU2025-01「損益計算書―
包括利益―費用の分解開示の
報告 （サブトピック220-40）
―適用日の明確化」

FASB

2024年11月4日公表のASU2024-03について、12月決算以外の企業における適
用日を「2026年12月16日以後開始年次報告期間および2027年12月16日以後開始
年次報告期間内の中間報告期間」と明確化するもの。
https://storage.fasb.org/ASU%202025-01.pdf

ト
ラ
ン
プ
次
期
政
権
始
動
へ
、ま
ず
関

税
引
上
げ

証
　
　
券

新
年
の
大
発
会
で
日
経
平
均
は
昨

年
末
比
５
８
７
円
安
と
や
や
目
立
つ

幅
の
下
げ
と
な
っ
た
。
米
欧
亜
の
３

大
市
場
で
は
欧
州
主
要
国
の
株
価
だ

け
が
上
向
き
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
ほ

か
は
湿
っ
ぽ
い
幕
開
け
と
な
っ
た
。

世
界
中
で
不
確
実
、
不
透
明
と
い

う
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
新
年

開
始
時
点
で
の
株
価
の
方
向
が
欧
州

と
ア
ジ
ア
で
は
対
照
的
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
や
は
り
ト
ラ
ン
プ
次
期
政

権
の
関
税
政
策
の
影
響
の
評
価
差
を

反
映
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
市
場
で
は
、
日
本
製
鉄
㈱
の

Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収
が
バ
イ
デ
ン
現

大
統
領
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
、
日
鉄

は
遺
憾
の
極
み
と
し
て
米
裁
判
所
に

大
統
領
等
を
訴
え
た
。
こ
の
結
末
が

ど
う
な
る
か
、ま
っ
た
く
不
透
明
だ
。

日
鉄
の
株
価
は
昨
年
３
月
の
高
値
か

ら
10
カ
月
間
、
下
げ
基
調
が
続
い
て

い
る
。
米
国
の
政
策
ス
タ
ン
ス
が
株

式
市
場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
適

例
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
次
期
政
権
の
政
策
が
世

界
の
経
済
・
企
業
活
動
に
ど
う
響
い

て
く
る
か
が
わ
か
る
に
は
ま
だ
時
間

を
要
す
る
が
、
ま
ず
株
式
市
場
に
影

響
を
及
ぼ
す
の
が
、
世
界
各
国
の
経

済
実
態
（
経
済
成
長
、
イ
ン
フ
レ
、

企
業
収
益
な
ど
）
と
、
そ
の
動
向
い

か
ん
に
よ
っ
て
各
国
が
発
動
す
る
金

融
政
策
、
財
政
政
策
で
あ
る
。

こ
の
点
で
も
、
米
国
が
世
界
全

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
自
明
で
あ

り
、
次
い
で
日
本
の
金
融
政
策
の
動

き
も
世
界
的
な
関
心
を
集
め
て
い
る

よ
う
だ
。
米
国
は
１
月
末
開
催
の

米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
）、
日
本
は
同
月
開
催
の
日
銀
・

金
融
政
策
決
定
会
合
を
控
え
て
い
る
。

現
在
、
日
米
の
金
融
政
策
当
局
が

当
面
し
て
い
る
政
策
課
題
は
正
反
対

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ン
フ
レ
鎮

静
、
経
済
減
速
に
合
わ
せ
て
、
金
利

引
下
げ
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い

く
か
、
日
本
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
過

度
の
円
安
防
止
、
実
質
賃
金
増
加
を

目
指
し
て
金
利
引
上
げ
を
い
つ
、
ど

の
程
度
行
う
か
、
難
し
い
判
断
を
迫

ら
れ
て
い
る
。

株
式
市
場
は
米
国
の
利
下
げ
実

施
、
日
本
の
利
上
げ
実
施
を
望
ん
で

い
る
。
株
式
市
場
の
期
待
を
裏
切
っ

た
と
み
な
さ
れ
る
と
、
株
価
は
か
な

り
の
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ

う
。


